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時代の変化に対応する
「工夫の改革」や「百人の一歩」による

成長思考の未来づくり



いいだ未来デザイン2028の概念
１　《いいだ未来デザイン2028》の特長 ２　特長を活かす進行管理

構造上の特長 そのためのポイント

進行管理を通じて「工夫の改革」や「百人の
一歩」が起こるようにする

リニアがもたらす大交流時代に

「くらし豊かなまち」をデザインする

合言葉はムトス

誰もが主役

飯田未来舞台

（１）

変化の激しい時代だからこそ、

みんなでつくりたい

「くらしの姿」「まちの姿」を

ビジョンとして描こう

（２）

ビジョン実現に向けて

「何をすべきか」を

みんなで考えよう

（３）

ビジョン実現に向けて

みんなで考えたことを

みんなでやってみよう

ビジョン

地域のビジョン実現に向けて市民、

地域、事業者、団体、ＮＰＯ，行政など、

それぞれの立場で「飯田の未来づく

り」にチャレンジしていくための指針

4年単位で戦略的重点的に取り組む
テーマを基本目標として設定

基本目標（４年単位）

基本目標に基づいて毎年分野横断的

に戦略的かつ重点的に取り組むもの

（当事者目標を設定）

戦略計画（単年度）

状態・姿

状態・姿

状態・姿

実践

工夫

実践

毎年

『戦略』を立てな

がらビジョン実現

に向かう

＜戦略計画＞
①地域の中に、どの

ような状態・姿を創り

出したいかをイメージ

する。

②そのために「何をす

べきか」を話し合う。

③実践する。

工
夫
の
改
革

百
人
の
一
歩

①

未来をデザインする

「構想力」を重視する

戦略計画の実施と見

直し

②

戦略計画等の策定

と連動した事務事業

の立案、予算編成等

③

振り返りに費やして

いた多くの時間と労

力を新たな戦略策定

と実践に投入
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①未来をデザインする「構想力」を重視する戦略計画の実施と見直し

基本目標６

「市民総健康」 と 「生涯現役」 をめざす

基本的方向 ４年間

４年間の基本目標に基づき、単年度で「地域

の中にどのような状態・姿を創り出すか」を当

事者目標として設定し、事業実施に重要な役

割を担う「多様な主体」に期待する役割なども

示し、連携し推進する。

戦略計画

[進捗状況確認指標]

65歳以上における要介護認定者割合

[伸び率抑制]

H28 ： １８．８％ ⇒ H32： ２０．４％

１年間

当事者による

共創のプロセス

戦略計画の取組により、地域がど

のような状態になっているのかを市

民会議や議会の「知見」「経験」「情

報・市民の声」などをもとに評価し、

評価結果を当該年度下半期と翌年

度の戦略計画の立案に反映させて

いく

○計画が良かったか

○取組が良かったか

○時代に合っているか

○進捗確認にはこんな指標もあるの

ではないか

○的を射ているか など

市民会議・議会による

外部評価

市民 ・団体 ・地域 ・事業者 ・ＮＰＯ ・行政等

工夫の改革 百人による一歩

～合言葉はムトス 誰もが主役 飯田未来舞台～

ビジョン

共創のプロセス 図-１

常に新たな発想や工夫を取り入

れる「成長思考」の未来づくり
○どのような発想をしたか

○どのような経験が得られたか

○進捗状況はどの程度であったか

○次に打つ手は何か

実

践

経

験
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現場や地域の力を持ち上げて試行錯誤を重ねながら
千 戦略計画を進化させていく。 挑戦⇒学習⇒挑戦・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

9月8月6月4月 5月 10月7月

29年度

共創の場

図-１ 当事者による共創のプロセス

常に新たな発想や工夫を取り入れる「成長思考」の未来づくり

11月～3月

現場の発想
12年後

「くらし豊かなまち」

現在

A事業

C事業

B事業

地域をどのような状態にした
いか常に意識し、そのために
何をすべきか、何ができるか
を考える。

横断的な発想

産業分野 健康分野 環境分野等

＜戦略バスケット＞

事業構想力・工夫の改革

事務事業

様々な分野から発想やアイデア
をバスケットに投げ込む。

４年後
基本目標

一人ひとりがそれぞれの持ち場で、「今よりも良くしよう」という意識を持ち議論と実践を重ねる

市民会議・
議会による
外部評価

平成29年度
戦略計画

平成30年度
戦略計画
策定

●当事者
目標設定

地域・団体・ＮＰＯ・事業者

学輪IIDA
有識者等

平成29年度
戦略計画

見直し
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 ②戦略計画等の策定と連動した事務事業の立案、予算編成等

[戦略計画]

外部評価

基本目標

(新）
戦略計画

策定

●当事者目

標設定

事務事業進

行管理表

作成

分野別計画等

9月～10月
[戦略計画の策定]

（ポイント）

①戦略計画における「当事

者目標」の方向性の確認

②新規事業等の方向性の

確認

11月～2月
[事務事業進行管理表の作成と予算編成］

3月
[予算議決]

予算

議決予算編成

1月
[年頭所感]

決定

戦略計画

の主な考え

方を説明
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 ③振り返りに費やしていた多くの時間と労力を新たな戦略策定と実践に投入

９つの政策

①施策

目指す都市像

５つの基本目標

③事務事業

基本構想 （１０年）

②成果指標

前・後期

各５年

第５次計画との体系比較

800

42
131

800

第５次基本構想基本計画

①基本的方向

基本目標

戦略計画

③事務事業

基本構想 （１２年）

分
野
別
計
画

12

１年

②進捗状況

確認指標 23
前・中

後期

各４年

いいだ未来デザイン２０２８

キャッチフレーズ

未来ビジョン・人口ビジョン

400

事務の減量化
類似事業をグループ化し、評価対象を絞り込み、振り返りに費やしていた多くの時

間と労力を新たな発想を生む取組に投入できる

①42施策 ⇒ 12基本目標

②131指標（固定）⇒ 23指標（柔軟）

③800事務事業 ⇒ 400事務事業

市役所内部のマネジメントシステムの効率化
行政評価、組織目標、ＩＳＯ、予算・決算といった庁内マネジメントシステムを統合す

ることで事務の所要時間を縮減する

①事務事業進行管理表 約670時間

②ＩＳＯ関連 約3,300時間⇒2,100時間 約1,200時間

市役所の仕事の仕方改革

（飯田市行財政改革大綱）
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